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犬の脈管開存症手術のための新しい器具の考案
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要　　　　　約

犬の動脈管開存症の閉鎖手術における動脈管の餝離操作をより安全かつ簡便に実施するために新たに考案したフック

は，動脈管餝離の際に周囲の組織に損傷を与えにくいので動脈管を安全に確保できる．フックの形状は肉厚かつ滑らか

な円形とした先端を持ち，その中心に糸を通す穴を開けたものである．著者らは本フックを用いて5例の犬の動脈管開

存症の動脈管餝離を安全に実施することができた．―キーワード：動脈管開存症，手術，新型器具．
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